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就
学
援
助
制
度
で
、
「
新
入
学
学
用
品
費
の
支
給
が
継
続
の
人
で
も
６
月
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
改
善
を
」
と
求
め
、
北
教
育
局
長
は
「
ま
ず
は
中
学
校
へ
入
学
す
る
継

続
申
請
の
人
を
対
象
に
早
い
時
期
に
支
給
で
き
る
よ
う
、
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
就
学
援
助
の
学
用
品
費
の
支
給
単
価
は
中
核
市
で
も
和
歌
山
県

下
で
も
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
尾
花
市
長
は
、
『
子
育
て
環
境
日
本
一
』
を
打
ち
出
し

て
い
る
下
で
、
早
急
に
国
基
準
に
改
善
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

新
入
学
学
用
品
費
に
つ
い
て

必
要
と
す
る
時
期
に
速
や
か
に
支
給
す
る
こ

と
（
特
に
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
）
」

と
あ
る
。
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
は
出

来
る
だ
け
早
い
時
期
の
支
給
が
望
ま
し
い
。

ま
ず
は
中
学
校
へ
入
学
す
る
継
続
申
請
の
人

を
対
象
に
、
早
い
時
期
に
支
給
出
来
る
よ
う

周
知
時
期
、
決
定
時
期
な
ど
課
題
を
整
理
し

な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問

就
学
援
助
の
中
で
学
用
品
費
の
支

給
単
価
が
、
中
核
市
で
も
、
県
下
で
も
最
下

位
で
あ
る
こ
と
を
ど
う
思
う
の
か
。
少
な
く

と
も
国
基
準
に
改
善
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

質
問

文
科
省
か
ら
の
通
知
は
ど
う
か
。

ど
う
受
け
止
め
た
か
。
市
と
し
て
も
支
給
時

期
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

通
知
に
は
「
年
度
当
初
か
ら
開
始

し
、
各
費
目
に
つ
い
て
児
童
生
徒
が
援
助
に

中
核
市
で
も
最
下
位
に
つ
い
て

す
と
い
う
の
は
、
子
育
て
環
境
を
最
優
先
に

す
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
目
標
を
も
っ
て

最
下
位
を
脱
却
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
弁

現
状
は
十
分
認
識
し
て
い
る
の
で

対
応
を
考
え
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
問
題
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。
憲
法
第
26
条
は
、
義
務
教
育
は
無
償

と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
状
況
下
で
、
45
自
治
体
が
全
額
補

助
、
半
額
補
助
は
19
自
治
体
、
一
部
補
助
は
84
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

給
食
費
の
無
償
化
を
と
質
問
し
ま
し
た
。

給
食
費
の
負
担
部
分
に
つ
い
て

答
弁

支
給
単
価
は
他
の
中
核
市
と
比
較

し
て
も
低
い
状
況
に
あ
る
。
財
政
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
改
善
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

質
問

市
長
、
い
つ
ま
で
最
下
位
を
続
け

る
の
か
。
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
を
目
指

質
問

学
校
給
食
の
保
護
者
負
担
部
分
と

公
費
負
担
部
分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

学
校
給
食
法
第
11
条
で
、
施
設
及

び
設
備
に
要
す
る
経
費
並
び
に
学
校
給
食
の

運
営
に
要
す
る
経
費
は
設
置
者
が
負
担
し
、

そ
れ
以
外
は
保
護
者
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
に
お
い
て
は
食
材
費
と
光
熱
費
の
一
部
を

保
護
者
負
担
と
し
て
い
ま
す
。

質
問

学
校
給
食
の
無
償
化
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
光
熱
費
の
一
部

を
市
で
負
担
で
き
な
い
か
。
中
核
市
の
状
況

は
ど
う
か
。

答
弁

給
食
費
に
つ
い
て
は
今
ま
で
通
り
、

学
校
給
食
法
第
11
条
に
基
づ
き
行
っ
て
い
く
。

光
熱
費
の
保
護
者
負
担
は
中
核
市
45
市
中
３

市
で
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
光
熱
費
の

全
額
公
費
負
担
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い

く
。質

問

市
長
の
目
指
す
「
子
育
て
環
境
日

本
一
」
に
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
入
れ
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁

多
額
の
財
源
確
保
が
必
要
と
な
る

の
で
今
ま
で
通
り
行
っ
て
い
く
。

和歌山城・西の丸広場で（裏面に続く）



で
成
長
し
合
い
た
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

講
演
さ
れ
た
障
が
い
者
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
会
議
の
尾
上

浩
二
副
議
長
は
、
脳
性
ま
ひ
で
20

歳
ま
で
生
き
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ

な
が
ら
今
年
56
歳
と
な
り
、
障
が

い
者
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
語
ら
れ
、
ご
自
身
の
体
験
で
、

中
学
校
入
学
時
、
設
備
の
改
善
を

求
め
な
い
な
ど
の
念
書
を
書
か
さ

れ
、
「
母
が
サ
イ
ン
し
た
念
書
は

今
で
言
う
合
理
的
配
慮
を
求
め
な

い
こ
と
で
し
た
」
と
振
り
返
り
、

障
害
者
権
利
条
約
に
基
づ
く
障
害

者
差
別
解
消
法
が
求
め
る
合
理
的

配
慮
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
障
が
い
者
を
社
会
か

ら
切
り
離
す
の
で
は
な
く
、
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
と
も
に

生
き
る
社
会
の
実

現
を
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。

18
時
か
ら
は
交

流
親
睦
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

４
日
は
、
演
奏

会
や
「
若
手
医
師

と
患
者
の
本
音
ト

ー
ク
」
が
行
わ
れ
、

２
日
間
で
延
べ
約

１
５
０
人
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
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無 料 生 活 相 談

お問い合わせは南畑幸代まで
435-1113（日本共産党市議団直通）

日時：１０月 ５日（水）

１０月１９日（水）
午後６時～７時

会場：河西診療所組合員ホール

申込：南畑幸代まで

日時：毎週木曜日
午前１０時～１２時

（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑幸代生活相談所
TEL 453-3418、453-7758(自宅)
和歌山市善明寺411-4

無料生活法律相談

相談実施中は看板を出しています

姫
田
高
宏
議
員
の
質
問

学
が
出
来
る
だ
け
で
、
ま
ち
な
か

が
賑
わ
う
と
は
考
え
に
く
い
」
と

質
問
。
尾
花
市
長
は
「
学
生
や
若

者
が
歴
史
、
文
化
の
担
い
手
と
な

っ
て
地
域
交
流
を
活
性
化
さ
せ
、

賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
取
り
組
む
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

松
坂
み
ち
子
議
員
の
質
問

来
年
４
月
か
ら
始
ま
る
「
新
総

合
事
業
」
で
は
、
要
支
援
の
人
た

ち
が
「
介
護
保
険
」
で
は
な
く
、

市
が
つ
く
る
「
総
合
事
業
（
現
行

相
当
の
サ
ー
ビ
ス
あ
る
い
は
基
準

を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
）
」
を
利

用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
内

容
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
緩
和
し
た
サ
ー
ビ

ス
と
は
訪
問
や
通
所
で
広
さ
や
ヘ

ル
パ
ー
の
資
格
な
ど
の
基
準
を
緩

和
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
が

揃
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
「

現
行
相
当
の
サ
ー
ビ
ス
」
で
進
め

て
は
ど
う
か
」
と
質
問
。
市
は
「

緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
準
備
を
進

め
て
い
る
」
と
答
弁
。
緩
和
し
た

サ
ー
ビ
ス
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

和
歌
山
県
難
病
団
体
連
絡
協
議

会
は
、
９
月
３
日
～
４
日
「
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
集
会
和
歌
山
・
紀

の
川
市
患
者
家
族
会
き
ほ
く
11
周

年
」
を
和
歌
山
市
で
開
催
し
ま
し

た
。

３
日
、
主
催
者
挨
拶
を
し
た
東

本
喜
佐
子
会
長
は
、
社
会
的
困
難

を
抱
え
た
人
た
ち
へ
の
一
部
政
治

家
に
よ
る
暴
言
が
後
を
絶
た
な
い

と
批
判
。
「
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
多
様
な
生
き
方
の
中

８月の生活相談件数

生活保護 ：４件 国民健康保険：１件

障害者問題：２件 防災問題 ：１件

空き家対策：１件 その他 ：１件

介護保険 ：１件

戦
争
法
の
強
行
採
決
か
ら
１
年
が
経
っ
た
９
月
19
日
、
戦

争
法
廃
止
を
求
め
る
和
歌
山
県
内
の
９
団
体
が
呼
び
か
け
た

「
違
憲
立
法
・
安
全
保
障
法
制
（
戦
争
法
）
た
だ
ち
に
廃
止

！
和
歌
山
ア
ピ
ー
ル
行
動
」
が
和
歌
山
城
西
の
丸
広
場
で
開

催
さ
れ
、
２
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

呼
び
か
け
団
体
の
代
表
が
順
に
ス
ピ
ー
チ
し
、
「
戦
争
法

は
、
た
だ
ち
に
廃
止
」
を
訴
え
ま
し
た
。
集
会
後
、
参
加
者

ら
は
「
憲
法
守
れ
」

な
ど
と
訴
え
、
市
内

を
行
進
し
ま
し
た
。

伏
虎
義
務
教
育
学
校

の
開
校
に
伴
い
閉
校
に
な
る
小
中

学
校
跡
地
に
大
学
を
誘
致
す
る
「

３
大
学
構
想
」
（
伏
虎
中
学
校
→

薬
学
部
、
雄
湊
小
学
校
→

看
護
大

学
、
本
町
小
学
校
→
看
護
・
保
育

の
専
門
大
学
）
に
つ
い
て
、
「
大

（
９
年
制
）


